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言が出され、その条文では 「アーキ ビス トの
需要は、公文書館法の適用を受ける国と地方
公共団体の文書館 ・公 文書館 にとどま らな
い。民間の企業や大学などで も、記録史料の
重要性に対する認識が高 まるにつれ、専門職
としてのアーキビス トを求める声が次第に大
きくなっている」 と述べている。そのため実
務経験者のために、国立国文学研究資料館史
料館では、すでに 「近世史料取扱講習会」 を
改め、内容 も拡充 して 「史料管理学研修会」
を発足 させている。他方、国立公文書館でも
研修会を継続 して開催 してお り、これらの研
修会が史料学 ・文書館学の研究センター とし
て、 またアーキビス ト教育の中心 となってい
くことであろう。
記録 ・史料の調査 ・収集 ・整理 ・保存 ・利
用 という業務 を遂行する施設 として、文書館
が全国的に設置 されつつある今 日、い ままで
幾多の先人、研究者が努力されて きたかを思
いおこしつつ、前進 しなければならない。文
書館 をとりまく情勢は決 して平坦 ではない。
諸外国 とくらべて100年遅れているといわれ
ている。施設数 ・規模 ・アーキビス ト養成 ・
文書館学の体系化等、これらをいかにクリア
ー してい くかが問われている。
しか し確実に一歩一歩、歩 きは じめている。
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はじめに
50年前、戦争に敗れた日本人は 「文化国家」
としての再建を誓 った。そ して、日本は高度
経済成長 を遂げ、今や人々の欲求は"モ ノか
ら心へ"と 言われるように、物質的な繁栄や
充実よ りも精神的な満足感 を求めるような時
代 になってきた。そ して今、文化や芸術にか
かわる人達は言 う、「日本 には文化 に関す る
政策や ビジョンがない。ハ コだけ作 ったって
何 になる、問題は中味なんだ!」 と。確かに
その通 りだと思う。しか し、ちょっと待てよ、
そう言う文化人や有識者は今 まで何 をしてい
たのかな?自 分達には何の責任 もなかったの
かな?と 。博物館や美術館に限って言えば、
それらの建設や運営に関与 した文化人達には
何の問題 も責任 もなかったのだろうか。行政
や政治に責任 を転嫁するようなことで良いの
かなと思いつつ、地域博物館の将来像 を模索
してみた。
1.地域の特色 を示す展示 を
私たちの住む日本列島には人間の永い歴史
がある。戦後の考古学研究の進展は、その歴
史 をどんどん古い時代 まで明 らかに して き
た。また、地方史詩編 さん事業が全国各地の
自治体で始まり、各地域の細かい文化や歴史
の変遷が明らかになった。貴重な史料(資料)
が発見 され収集や保管が行 われて博物館や資
料館 も建設 されてきた。 しか し、資料の収集
を主目的とする地方史誌編 さんとモノによっ
て地域の歴史や文化の歩み を伝えようとす る
博物館 の展示 では求める ものが異 なって く
る。前者の成果を踏 まえての資料展示であ り、
日本の歴史の流れの中に地域史を位置づける
努力が学芸員 には求められる。地域 の特色や
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独 自性が、日本史との関連の中で理解できる
ような展示 を心掛けるべ きである。従 って、
資料収集や調査 ・研究は、学芸員の興味や自
己満足の レベルに留 まるべ きものではない。
2.参加 ・体験できる展示 を
博物館 とい うと貴重な資料 を大切 に保管
し、見学者はガラスケース越 しに展示品 を見
るということが定着 していた。資料の保管と
い う面では当然かもしれないが、見学者は何
か物足 りなさや距離感を覚える。
生涯学習の時代 と言われる昨今、博物館は
興味や関心を持っている人々が見学するため
の施設ではなく、生 きがいのある生活を求め
る市民が館の事業や活動に参画 して、心の豊
かさや失われた人間性を回復 しようとする場
という認識が強 まっている。市民は各種の博
物館講座等への参加 とともに、展示物に対 し
て も単に見るだけでは満足せず、触れた り動
か した り、擬似体験 を味わったりという欲求
を抱いている。学芸員はこうした声 に的確に
応 えるべ く、講座や展示プランの編成に当た
るべ きである。そして、構想実現に向けて上
司の理解を得た り、必要な予算を獲得すると
いう難関をクリアす るの も学芸員の力量 と熱
意 にかかっている。
3.学芸員の役割
博物館学芸員が、知識や経験豊富な専 門職
として期待 されるのは当然である。 自分の所
管する分野の資料や情報の収集 と整理、常に
問題意識を持って調査や研究 を進め展示や事
業の中に反映 させるなど不断の努力を怠 って
はならない。 しか し、地域博物館の学芸員は
それだけではすまされない。博物館は、地域
の歴史や文化 を正 しく理解 し郷土意識の高揚
や市民文化の発展 ・向上 を目指すための施設
と位置づけられ、文化行政の一翼 を担 うこと
が求め られているのである。 また、地域振興
を図る各種開発計画の立案 ・設計 に当たって
は、学芸員は地域の歴史的 ・文化的なデータ
を提供 し、将来のあるべ き姿を描 く作業に研
究者的視点 を踏 まえて積極的に協力 ・参画す
る必要がある。言わば、地域のシンクタンク
的な機能 と役割を果たす人材 とい う自覚 と意
識 を持つべ きであろう。学芸員は、博物館に
こもって コツコツと自己満足的な研究 に専念
するとい う時代ではない。博物館運営の中心
的存在 となると共に地域行政にも関与するこ
と、見学者や利用者 との交流 を通 して市民の
ニーズに応える博物館 としての活動を確立す
ることなど、学芸員に求め られる役割は多彩
である。学芸員は総合職であ り、雑芸員であ
る。
4.収蔵庫はブラックホール?
博物館の収蔵庫 も、その重要性が再認識 さ
れつつある。最近の博物館は、展示スペース
と共に収蔵スペースに対する配慮 もなされる
ようにな り、資料 の保管や管理面での前進が
認められる。今後は収蔵資料の検索システム
の開発、モノだけではないさまざまなデータ
や情報資料の集積 と処理のための設備や備品
の整備、博物館相互のパソコンネ ット化など
も視野に入れた施設の拡充も目指す必要があ
ろう。
現在、博物館の収蔵庫内は収集資料の保管
に重点が置かれ、資料整理や活用 に向けての
配慮が十分になされていないのが実情ではな
かろうか。収蔵資料の 目録や台帳の整備 ・公
開は当然であるが、その資料がだれにでも容
易 に検索で きるようになっているか と言 う
と、必ず しもそうではない。担当学芸員が不
在のため必要な資料が提供できないというよ
うな話 も聞 く。だから学芸員が必要なんだと
いう声 もあるが、それは違 う。館職員はもち
ろん利用者のためにも、収蔵資料 を共有でき
る保管システムを整備すべ きである。
収蔵資料の保管は、単にモノを保管するだ
けではない。特に民俗資料などはモノを作 り
使 った人々の智恵や技術 も合わせて伝承 しな
ければならない。技術革新が急速に進んだ戦
後は、昔の人々の生活様式 とは大 きく異なっ
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てしまった。伝統工芸なども含めて、写真や
ビデオなどに収録すべ きものは多い。
「うちで寄贈 した資料 は、いつ博物館 に展
示されるのだろう?」と聞かれることがある。
「貴重 な資料 、家宝 と思 って寄贈 したのにな
ぜ展示 して くれないの?」 という気持が言外
に表われている。寄贈者の気持 を汲んで、早
い機会に公開 してやればもっといろいろな資
料や情報が入手できるだろうにと思 う。「大
切 に保存 します」 と言って、ブラックホール
のような収蔵庫 に吸い込まれて しまっては、
せっか くの資料が有効に活用 されなくなって
しまう。
おわりに
地域博物館の抱えている問題や課題はさま
ざまである。その原 因や解決策 を考 える時、
学芸員は 自らを被害者的立場に置 くこ とな
く、加害者的視点から見直すことも必要であ
ると思 う。
地味で根気のいる学芸員の仕事だが、博物
館 の存在感を地域住民にアピールできるのは
学芸員 自身である。博物館活動や事業で得 た
ものを市民に還元する、地域 を愛 し奉仕す る
という心を忘れずに活動することが今後 も学
芸員には求められ、地域博物館の価値や必要
性 を高める道だと思 う。
《特集 ・博物館の未来を探る》
学芸員は展示室に行け
堀 越 正 行
(市立市川考古博物館 館長補佐)
バブルがは じけて税収が落 ち込み、おまけ
に所得減税の実施により、地方公共団体の台
所事情は総 じてダブルパ ンチを受けて火の車
というのが昨今の情勢である。民間企業の経
営 も、冬の時代 を耐えているといったところ
であろう。
阪神大震災 により防災関連予算が増加 し、
福祉の後退 も許されないとなれば、 しわ寄せ
を受 けるのは文化予算 と相場が決 まってい
る。これを 「けしか らんことだ」 といって一
喝 し、理事者や管理者の無能ぶ りを批判する
ことはたやすい。 しか し、だからといって学
芸員は予算がつ くまで学芸員室に閉 じこもっ
ていい ということではあるまい。それ相応の
活動がで きるはずである。
一体、全国に数ある博物館の中で、白飴の
展示室に行 く学芸員 はどれ程いるのであろう
か。毎 日行っているとい う優れ者は表彰状 も
のであろう。年に数回程度 とい うのが多いの
ではなかろうか。展示が完了すればおしまい
というわけである。
ガラス越 しに見える予想外 に小 さな文字、
余白の目立つキャプション、子供や車椅子の
目線で も大丈夫か、もっとわかってもらうに
はどのように展示 したらいいか、などとい う
ことを展示室で点検 し、考える学芸員は、何
人いるのであろうか。
魅力のない展示室は、学芸員により放置さ
れた展示室である。それは、そのまま魅力の
ない博物館 に通 じる。展示に完成はない とい
う意識 をもって、忙 しい仕事の合間をぬ って、
改良の意欲 をもって展示 室に立つ必要があ
る。そして時には、わか りやす く展示 を見学
者に解説することも必要であろう。展示室に
行かない学芸員のいる博物館 に未来はない。
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